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北大・牧場研究報告　15：83－88（！994）

附属牧場の吸血性双翅目類について

2．ブユ類の種類とその消長

加部　敦弘・佐々木　均

酪農学園大学応用昆虫学研究室

　　　　　　　　　　　　　要　　　　　旨

　1990年5月下句から8月下旬までの期間，吸血性ブユ類成虫の種類と消長を明らか
にする目的で，静内町にある北大附属牧場で捕獲調査を行った。

　その結果，アオキツメトゲブユが最優占種で，ヒメアシマダラブユ，スズキアシマ

ダラブユと続く4属7種合計2，139個体が捕獲された。

　誘引源溺捕獲個体数は，炭酸ガス，山羊，鶏の順になり，誘引源によって捕獲個体

数に顕著な差があらわれた。

　捕獲されたブユ類の個体数の季節消長は，7月下旬にピークをもつ一峰型を示した

が，種によって違いがみられた。また，それらの日周消長は全ての種において，朝方
と薄暮期に活動のピークがみられた。

緒 讐

　ブユは双翅目直縫群長角亜目の一科をなす小型の吸血性昆虫であり，世界で約1，000種（R曲M，

1983），H本で約70種（斉藤，1987；高岡，1987），北海道では13属約30種が確認されている（ONO，

！980）．

　ブユ雌成虫は激しく人畜を刺咬吸血し，アフリカや中南米では糸状虫の1種0ηo勿667侃

volvulzesなどを媒介し（SUTCLIFFE，1986），またヨーロッパ，アジア，アフリカ，北アメリカ

において野鳥，家禽に，Leucocyto200n　smithiなどを媒介する（COOK，1971；HUCHzERMEYER

et　al．，1978；KlszEwsKI　et　al．，1986；VOLKMER，1929）ため，医学，獣医学分野における重

要な衛生害虫の一つである。

　北海道内においてとわこれら吸血性ブユ類について，ONo（1982），佐々木ら（1986），　SAsAKI

et　al．（1986），　SAsAKI（1988）などの知見があるものの，来だ充分ではない。そこで，1990年

のブユ発生期に，日高管内における吸血性プユ類の種類とその消長を調べ，防除のための基礎

的資料を得ることを目的とし調査を行った。

材料および方法

　1990年5月29日から8月22日までの期間，概ね2週間に1回，静内町の北海道大学農学部附

属牧場で炭酸ガス，山羊，鶏を誘引源とする蚊帳トラップ法を用いて，吸血性ブユ類雌成虫の
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24時間捕獲調査を行った。調査は，5月29～30日，6月12～13田，6月26～27日，7月10～11

日，7月27～28日，8月7～8日，8月21～22日の計7回行った。各誘引戸毎の捕獲時聞は炭

酸ガスを誘引源とする蚊帳トラップでは13：00から翌日！4：00まで誘引し，1時問毎に吸虫管

等を用いて誘引されたブユ成虫を合計8回採集した。なお，19：00から翌朝6：00までは誘引を

行わず，また，8：00の採集は行わなかった。山羊を誘引源とする蚊帳トラップでは13：30から

翌日14：30まで誘引を行った。13：30から18：30までと翌日8：30から14：30までは1時間毎に

採集し，夜間21：30と朝方6：30にも採集を行い，合計8回採集した。鶏を誘引源とした蚊帳ト

ラップでは16：00から翌日9：00まで誘引を行い，採集は19：00，2ユ：00～6：00，9：00の4回

行った。捕獲したプユ成虫を，青酸カリまたは酢酸エチルで殺した後，アイスボックスに入れ

研究室へ持ち帰り，種の同定および個体数を調べた。

結 果

　炭酸ガス，山羊，鶏を誘引源とする蚊候トラップ法を用いた今回の調査で，4属7種合計2，139

個体のブユ類雌成虫を捕獲した（表1，2）。そのうち捕獲個体数が最も多かったのは，アオキ

ツメトゲブユで1，508個体（70．5％）次いでヒメアシマダラブユで347個体（16．2％），スズキア

シマダラブユで188個体（8．8％）と続いた。これら上位3種で全体の95．5％を占めた。

　誘引源別捕獲個体数では，炭酸ガスに誘引された個体が最も多く1，510個体（70．6％），山羊

衷1　静内で捕獲された吸血性ブユ類

和 名 学 名

オオブユ

キアシオオブユ

ウチダツノマユブユ

アオキツメトゲブユ

ヒメアシマダラブユ

スズキアシマダラブユ

アシマダラブユ

Prosimulium　］’e20nicum　（Matsumttra，　1931）

P．　yezonese　Shiraki，　1935

Cnetlia　arclzidai　（Tal〈ahasi，　195e）

Odagnzia　aokii　（Takahasi，　1941）

Simulium　arahawae　Matsumura，　1921

S．s麗2κたか　Rubzov，1963

S．　iaPPonicum　Matsumura，　1921

学名は小野（1982）によった。

ee　2　誘引源別捕獲固体数

種名＼誘引源 CO，　（o／．） 山羊（％） 鶏　　（％） 合計（％）

江口ブユ

キアシオオブユ

ウチダツノマユブユ

アオキツメトゲブユ

ヒメアシマダラブユ

スズキアシマダラブユ

アシマダラブユ

　合　　　　計

　11　（64．7）

　ll　（34．4）

　2　（40．0）

1，065　（70．6）

　250　（72．0）

　142　（75．5）

　29　（69．e）

1，510　（7e．6）

　4　（23．5）

21　（65．6）

　3　（60．0）

392　（26．0）

97　（28．0）

42　（22．4）

13　（31．0）

572　（26．7）

2

0

0

51

0

4

0

57

（ll．8）

（o．o）

（o．o）

（3．4）

（o．o）

（2．1）

（o．o）

（2．7）

　エ7　（e．S）

　32　（1．5）

　5　（O．2）
！，508　（70．5）

　347　（16．2）

　188　（8．8）

　42　（2．0）

2，139　（100．0）
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には572個体（26．7％），鶏にはほとんど誘引されておらず部品ブユ，アオキツメトゲブユ，ア

シマダラブユの3種57個体（2．7％）だけであった。キアシオオプユとウチダツノマユブユを除

いた5種は，総捕獲個体の60％以上が炭酸ガスに誘引され，逆に山羊にはキアシオオブユとウ

チダツノマユブユが60％以上誘引されていた。鶏にはオオブユが11．8％誘引された他はどの個

体も5％以下と低い値を示した（表2）。
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図1　静内におけるブユ類捕獲個体数の季節消長
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図2　静内におけるブユ類捕獲個体数の季節消長
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　ブユ類の捕獲個体数は，気温が上昇するにともない6月中旬に少し滅少はしているものの7

月まで増加し，7月下旬に発生のピークを持つ一峰型を示した（図1）。しかしながら種によっ

ては，そのピークが5月下旬の調査開始日か，それ以前のスズキアシマダラブユの他，7月中

下旬のアオキツメトゲブユ，ヒメアシマダラブユ，キアシオオブユなどと違いがみられた。ま

た，ウチダツノマユブユについては6月下旬に多いことがわかった。更に，アシマダラブユ，

オオブユでは5月下旬の調査開始日かそれ以前，そして7月下旬の2回ピークを示すなど違い

がみられた（図2）。

　優占4種捕獲個体数の日周消長についてみると，各誘引源でどの個体も朝方と薄暮期に活動

が多く見られ，特に朝6，7時頃と夕方18時頃に限られた。昼間の活動は，ほとんど見られな

かった（図3）。
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考 察

　今回の調査で4属7種と，比較的多くの種のブユ類成虫が捕獲されたが，これは，調査場所

である北大農学部附属牧場が，周囲を林に囲まれた草地で，付近に幅2m内外の清流があり，

ブユの生息可能な条件を満たしていたことによるためであろう。種によって捕獲された個体数

に差異が見られたが，これは，ブユ幼虫の生息水域が種によって異なることに起因すると考え

られた。即ち，最も多く捕獲されたアオキツメトゲブユは，緒方（1954），上本（ig85）による
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と，渓谷～平野型水域まで広く発生し他種と混棲して分布し，オオブユは山，平地の渓流，キ

アシオオブユは山地の渓流，ウチダツノマユブユは山間小緩流，アシマダラブユ，スズキアシ

マダラブユは山地の比較的大きな渓流，ヒメアシマダラブユは平野細流や水田の灌概用水路に

発生するとされている。誘引源劉捕獲個体数は炭酸ガスで1，510個体（70．6％），山羊で572個体

（26．7％），鶏で57個体（2．7％）と差異が明白にあらわれた。これは，各誘引源のCO、放出量

の違いによるものと思われた。さらに鶏については，ブユの吸血習性（吸血源動物嗜好性）に

よるものと考えられる。

　静内におけるブユの最盛期は7月中下旬であり，アオキツメトゲブユ，ヒメアシマダラブユ

がその多くを占めている。したがって，この時期，人や家畜に大きな被害を与えていることは

容易に推察できるため，これら2種については，今後，防除対象に置くことが妥当であろう。

　ブユの吸血行動が朝方と薄暮期に多く認められたが，その要因として他の吸血性昆虫と同様，

気温，湿度，照度などの外的要因に支配されるものと考えられる。
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